
ク
ェ
ー
ト
の
近
代
的
教
育
に
つ
い
て

ー
中
東
諸
国
に
か
け
る
近
代
化
と
教
育
報
告
ー

高

島

秀

樹

　

　

　

は

じ
め
に

　
明
治
以
来
、
日
本
は
外
来
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
海
外
諸
国
の
研
究
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

日
本
人
一
般
の
海
外
諸
国
に
関
す
る
知
識
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
日
本
人
が
研
究
の
対
象
と
す
る
の
は
多
く
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
に
代
表
さ
れ
る
先
進
諸
国
や
、
日
本
周
辺
の
利
害
関
係
を
伴
う
ア
ジ
ア
諸
国
で
あ
り
、
中
東
．
ア
フ
リ
カ
と

い

っ

た
地
域
に
関
す
る
研
究
は
必
ず
し
も
多
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
o
私
自
身
も
か
っ
て
は
中
東
に
つ
い
て
何
ら
体
系
的
な
考
察
を

進
め
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
四
五
年
九
月
か
ら
昨
年
昭
和
四
七
年
八
月
ま
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
在
住
す
る
機
会
を
得
て

中
東
諸
国
が
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題
の
所
在
を
知
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
の
方
向
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

二
年

間
に
中
東
諸
国
を
実
際
に
旅
行
し
、
大
学
・
研
究
所
・
諸
施
設
を
訪
ね
た
り
、
資
料
を
収
集
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
こ
で
は
そ

れ

ら
の
調
査
、
資
料
を
材
料
と
し
て
、
近
代
化
と
教
育
と
い
う
点
に
焦
点
を
合
せ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
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一
、
研
究
の
目
的

　
こ
こ
で
は
副
題
と
し
て
か
か
げ
て
あ
る
よ
う
に
r
中
東
諸
国
に
お
け
る
近
代
化
と
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
一
部
と
し
て
「
ク

ェ

－
ト
の
近
代
的
教
育
に
つ
い
て
」
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
本
来
こ
の
研
究
は
中
東
諸
国
に
お
け
る
近
代
化
と
教
育
に
関
す
る
概

観

的
・
理
論
的
考
察
と
、
中
東
諸
国
に
お
い
て
様
々
な
近
代
化
の
様
相
を
示
し
て
い
る
国
々
の
中
で
、
そ
の
類
型
を
代
表
す
る
と
考



え
ら
れ
る
数
ケ
国
の
事
例
に
つ
い
て
の
研
究
と
を
合
せ
て
完
結
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
と
し
て
ク
ェ
ー

ト
の
事
例
研
究
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
研
究
の
目
的
は
発
展
途
上
国
に
お
け
る
近
代
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
同
時
に
、
近
代
化
の
過
程
の
中
で
教
育
の
は
た
す
役

割
に

つ
い

て
、
特
に
教
育
を
近
代
化
推
進
の
方
法
と
し
て
と
ら
え
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
近
代
化
と

は

ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
近
代
化
の
過
程
の
中
で
教
育
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
“
近
代
化
”
と
い
う
用
語
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
多
い
所
で
あ
る
が
、
M
・

B
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
「
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
」
の
近
代
社
会
の
基
本
的
特
性
に
関
す
る
定
義
を
引
用
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

な
る
・
①

　
　
　
比

較
的

高
度
の
都
市
化

　
②

普
及

し
た
読
み
書
き
能
力

　
　
　
比

較
的
高
い
、
個
人
当
り
の
所
得

　
　
　
広
汎
な
、
地
域
的
お
よ
び
社
会
的
移
動

　
（
n
）
経
済
の
領
域
に
お
け
る
、
比
較
的
高
度
の
商
業
化
と
工
業
化

　
　
　
マ
ス
・
コ
ミ
手
段
の
、
外
延
的
・
内
包
的
に
発
達
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク

　
　
　
社
会
の
成
員
に
よ
る
、
近
代
的
な
社
会
・
経
済
退
程
へ
の
広
汎
な
参
与
と
か
か
わ
り
合
い

　
　
　
社
会

の
成
員
に

よ
る
広
汎
な
政
治
へ
の
参
与
を
と
も
な
っ
た
、
相
対
的
に
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
官
僚
制
的
統
治
形
態

　
　
　
科
学

的
知
識
の
発
達
に
も
と
づ
き
、
環
境
に
た
い
す
る
個
人
の
態
度
が
、
合
理
的
か
つ
非
宗
教
的
に
な
る
傾
向
の
増
大

　

こ
の
定
義
に
示
さ
れ
て
い
る
各
項
目
を
見
る
と
、
社
会
全
体
の
変
化
に
か
か
わ
る
よ
う
な
項
目
（
都
市
化
等
）
や
経
済
的
な
項
目

（所
得
の

増

大
・
商
業
化
・
工
業
化
等
）
に
つ
い
て
は
直
接
そ
の
原
因
と
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
l
応
除
く
と
し
て
も
、
個
人
の

知
識

や

資
質
に
関
連
あ
る
項
目
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
近
代
化
さ
れ
た
個
入
の
特
質
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
が
教
育
に
よ
っ
て
得
ら
れ
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る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
r
読
み
書
き
能
力
」
や
’
r
合
理
的
・
非
宗
教
的
態
度
」
の
よ
う
に
直
接
的
な
教
育

の

目
的
・
効
果
と
考
え
ら
れ
る
も
の
か
ら
、
　
「
社
会
的
移
動
」
を
可
能
に
す
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
間
接
的
な
も
の
ま
で

含

ま
れ
る
。
と
す
れ
ば
一
国
に
お
い
て
、
特
に
発
展
途
上
国
に
由
い
て
自
国
を
近
代
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
つ
場
合
、

政
策

担

当
者
は
経
済
的
・
産
業
的
近
代
化
　
－
　
多
く
の
場
合
工
業
化
と
同
義
語
と
考
え
ら
れ
る
　
ー
と
並
行
し
て
、

個

人

の

近

代

的
資
質
育
成
の
為
に
近
代
的
教
育
の
実
施
・
充
実
に
力
を
入
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
代
化
政

策

の

中
で
近
代
的
教
育
の
実
施
が
占
め
る
位
置
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
て
v
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
　
中
東

諸
国
に

お

け
る
近
代
化
と
教
育
の
関
連
、
近
代
化
政
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
近
代
的
教
育
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
S
o

　

な
お
、
本
研
究
の
一
部
と
し
て
、
こ
の
論
文
の
対
象
に
ク
ェ
ー
ト
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
第
一
に
中
東
諸
国
の
多
く
は
第
二
次

世
界
大
戦
以
後
に

独
立

し
た
国
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
国
々
が
石
油
収
入
に
国
家
の
経
済
的
基
盤
の
か
な
り
の
部
分
を
依
存
し
て
い

る
が
、
こ
の
二
つ
の
状
況
を
代
表
す
る
国
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
様
々
な
政
治
形
態
を
と
る
国
々
の
中
で
立
憲
君
主
制
と
い
う
比
較

的
安
定

し
た
制
度
を
持
つ
国
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
漠
大
な
石
油
収
入
を
持
ち
ー
そ
の
全
て
を
国
内
で
使
い
切
れ
ず
に
海
外
基
金

を
作
っ
て
g
K
）
②
　
－
－
、
比
較
的
開
明
的
な
首
長
・
指
導
老
層
の
下
に
本
研
究
の
対
象
と
す
る
近
代
化
政
策
・
近
代
的
教
育
が
積
極

的
に

実
施

さ
れ
て
い
て
、
研
究
の
対
象
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
四
に
石
油
収
入
に
よ
る
近
代
化
を
考
え
る
周
辺
の
中
東
諸

国
に

と
っ
て
、
　
1
つ
の
近
代
化
政
策
の
方
向
を
示
す
典
形
（
モ
デ
ル
）
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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二
、
中
東
諸
国
と
ク
ェ
ー
ト
の
概
況

　
中
東
と
い
う
範
囲
が
具
体
的
に
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
確
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
中
東
と
い
う
用
語

す

ら
も
時
に
は
〃
中
近
東
”
と
g
わ
れ
た
り
、
〃
ア
ラ
ブ
諸
国
”
と
い
わ
れ
た
り
、
ま
た
一
方
で
は
中
東
と
い
う
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
し
た
考
え
方
で
あ
る
の
で
、
西
南
ア
ジ
ア
の
方
が
良
い
と
い
っ
た
様
々
左
意
見
が
あ
る
。
Φ
外
務
省
で
は
「
中
近
東
・
北

ア

フ

リ
カ
局
」
と
し
て
中
東
と
北
ア
フ
リ
カ
を
一
諸
に
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
甲
斐
静
馬
氏
が
そ
の
著
「
中
近
東
④
」
で



図1　中東地図
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扱
っ
て
い
る
範
囲
、
東
は
イ
ラ
ン
、
北
は
ト
ル
コ
、
西
は
地
中
海
、
南
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
ま
で
の
諸
国
に
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ブ
連

合

を
加
え
た
範
囲
を
も
っ
て
中
東
と
す
る
。

　

こ
の
範
囲
内
に
入
る
諸
国
は
表
1
の
通
り
一
七
ヶ
国
で
あ
る
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
を
一
国
と
考
え
る
）
。
こ
れ
ら
の
国
々
を
人

爆
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薄
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種

的
に
見
る
と
一
～
＝
二
の
国
々
は
ア
ラ
ブ
人
で
あ
り
、
言
語
も
ア
ラ
ビ
ア
語
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
国
で
は
イ
ラ
ン
が
イ
ラ

ン

人

（
ペ

ル
シ

ャ
人
・
ア
ー
リ
ア
系
民
族
）
で
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ト
ル
コ
が
ト
ル
コ
人
（
ア
ジ
ア
系
民
族
）
で
ト
ル
コ
語
、
イ
ス
ラ
エ

ル

は
r
t
ダ
ヤ
系
民
族
で
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
キ
プ
ロ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
系
民
族
で
ギ
リ
シ
ャ
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
特
に
問
題
と
な
る

の

は

イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
り
、
建
国
以
来
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
対
立
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
論
文
の
目
的
と
直
接

関
係
が
な
い
の
で
ふ
れ
な
い
。
宗
教
は
ほ
と
ん
ど
が
イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
は
文
化
・
社
会
の
面
の
み
な
ら
ず
政
治

・

産
業
に

到

る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
⑤
政
治
的
に
は
社
会
主
義
体
制
か
ら
独
裁
制
に
近
い
君
主
制
ま
で
様
々
な
政
治

形
態

を
と
っ
て
い
る
。
産
業
の
面
で
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
地
域
が
世
界
第
一
の
石
油
産
出
地
帯
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
数
ヶ
国

を
除
い
た
大
部
分
の
国
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
っ
て
も
石
油
収
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
一
方
工
業
は
決
し
て
盛
ん
と
は
い
え
ず
、

国
民

総
生
産

中
の
寄
与
率
も
低
い
。
農
業
も
特
に
南
部
の
諸
国
で
は
耕
作
不
能
の
土
地
が
多
く
、
乾
燥
地
帯
独
自
の
遊
牧
が
今
な
お

見
ら
れ
る
よ
う
に
原
始
的
・
低
生
産
性
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
国
々
の
中
に
あ
っ
て
ク
ェ
ー
ト
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
東
側
の
つ
け
根
r
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
最
も
深
い
位
置
に
あ
る
。
面

積
は

約
一
万
八
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
岩
手
県
一
県
と
ほ
ぼ
同
面
積
で
あ
る
。
国
土
は
ほ
と
ん
ど
が
平
坦
な
砂
漠
地
帯
で

あ
っ
て
、
オ
ァ
シ
ス
も
数
少
な
い
。
降
雨
は
非
常
に
少
な
く
、
年
間
二
五
～
一
七
五
ミ
リ
程
度
で
、
多
く
冬
に
降
り
、
気
温
は
高
く
夏

は

日
陰
で
も
五
〇
度
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
水
源
が
な
い
た
め
飲
料
水
は
海
水
を
蒸
留
し
て
得
て
い
る
。
⑥

　
人

口
は
石
油
資
源
の
開
発
と
と
も
に
近
隣
諸
国
か
ら
の
流
入
が
進
み
、
　
一
九
四
六
年
に
は
s
c
－
　
1
　
0
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

一
九
七

O
年
の

国
勢
調
査
で
は
七
三
三
、
　
一
九
六
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
七
三

万
人
の

内
ク
ェ
ー
ト
国
籍
の
老
は
三
四
五
、
八
九
八
人
に
す
ぎ
ず
、
非
ク
ェ
ー
ト
人
が
四
＝
ハ
、
四
五
八
人
と
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に

見

る
な
ら
ば
、
ク
ェ
ー
ト
が
歴
史
上
の
文
書
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
六
世
紀
以
後
、
イ
ン
ド
貿
易
と
結
び

つ
い
た

貿
易

中
継
港
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
を
経
て
、
　
一
八
世
紀
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e

に

は

イ
ギ
リ
ス
の
影
響
下
に
入
っ
た
。
現
在
の
ク
ニ
ー
ト
国
家
の
直
接
的
な
起
源
は
一
七
五
六
年
に
現
首
長
サ
バ
ー
ハ
家
の
祖
先
が

首
長
に

選
ば

れ
た

事
に
あ
り
、
そ
れ
以
後
一
つ
の
国
と
し
て
貿
易
・
船
の
建
造
・
漁
業
・
真
珠
採
取
な
ど
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
ア
ラ
ビ
ア
半
島
内
に
起
き
た
諸
部
族
の
勢
力
争
い
に
ま
き
こ
ま
れ
、
保
護
を
得
る
た
め
に
一
八
九
九
年
英
国
の
保
護

国

と
な
っ
た
。
そ
の
後
現
在
の
繁
栄
を
見
る
に
到
っ
た
の
は
一
九
三
四
年
に
ク
ェ
ー
ト
石
油
会
社
（
K
U
W
A
I
T
　
O
H
L
　
C
O
s
p
）

が
米
国
ガ

ル

フ
、
英
国
ア
ン
グ
ロ
イ
ラ
ニ
ア
ン
両
社
の
折
半
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
石
油
の
開
発
・
生
産
が
開
始
さ
れ
て
以
来

で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
の
財
政
的
基
盤
も
確
立
し
、
　
一
九
六
一
年
に
は
英
国
か
ら
の
独
立
も
達
成
し
た
。
⑦

　
現
在

の

政

治
形
態
は
、
サ
バ
ー
ハ
家
の
子
孫
を
首
長
と
し
、
独
自
の
憲
法
を
も
つ
、
立
憲
君
主
制
で
あ
る
。
立
法
は
五
〇
名
を
定

員

と
す
る
国
民
議
会
の
決
定
を
経
て
行
わ
れ
、
行
政
権
は
首
長
が
閣
議
を
経
て
行
使
す
る
。
実
際
に
は
君
主
独
裁
に
近
い
国
も
あ
る

中
で
、
ク
ェ
ー
ト
の
政
治
形
態
は
比
較
的
開
明
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
g
る
。
⑧

　
経
済
状
況

と
し
て
は
石
油
収
入
が
非
常
に
高
額
で
あ
る
た
め
国
民
一
人
当
り
国
民
総
生
産
三
三
〇
〇
ド
ル
　
（
1
九
六
九
／
七
o
年

度
）
と
ア
メ
リ
ヵ
に
次
ぐ
高
所
得
で
は
あ
る
が
、
石
油
収
入
依
存
の
単
一
的
な
経
済
状
況
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
統
計
的

に

見
て

も
国
民
総
生
産
の
五
九
t
w
　
（
1
九
七
1
／
七
二
年
度
）
が
石
油
収
入
で
あ
り
、
国
家
予
算
収
入
の
三
〇
％
（
一
九
七
1
／
七

二
年

度
）
を
利
権
料
に
依
存
し
て
い
る
。
　
（
石
油
産
業
・
関
連
企
業
か
ら
の
税
収
を
含
め
る
と
さ
ら
に
国
家
予
算
歳
入
へ
の
寄
与
率

は

高
く
な
ろ
う
。
）
ま
た
輸
出
も
総
額
三
億
三
四
四
六
万
ド
ル
の
う
ち
三
億
三
三
六
九
万
ド
ル
ま
で
が
石
油
の
輸
出
で
あ
る
。
⑨

　
農
業
は

農
地
が
全
国

土
の

1
％
で
あ
り
発
展
の
可
能
性
は
少
な
く
、
農
漁
業
の
国
民
総
生
産
に
占
め
る
割
合
は
一
％
に
も
満
た
な

い
o

1
方

工
業
は

石

油
収
入
を
工
場
建
設
に
充
て
る
な
ど
、
振
興
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
セ
メ
ン
ト
・
れ
ん
が
・
石
綿

・

肥
料
工
場
等

が
完
成

し
て
お
り
、
今
後
ア
ル
ミ
製
練
・
石
油
化
学
工
場
等
が
計
画
さ
れ
て
g
る
。
こ
の
H
業
化
政
策
に
は
石
油
依

存
か

ら
の
脱
却
と
、
将
来
石
油
資
源
の
沽
渇
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
転
換
が
あ
っ
た
場
合
へ
の
対
応
策
と
い
う
側
面
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
⑯
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三
、
中
東
諸
国
に
お
け
る
近
代
化
と
教
育

　
中
東
諸
国
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
近
代
化
政
策
の
特
徴
を
一
言
で
い
え
ば
、
近
代
化
の
方
向
は
同
l
で
あ
る
が
、
実
施
の
方
法

が
様
々
に
異
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。

　
近
代
化
の

目
指
す
方
向
が
多
く
の
国
々
で
同
じ
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
g
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
自
然
的
・
歴
史
的
条

件
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
自
然
的
に
恵
ま
れ
な
い
条
件
、
特
に
乾
燥
地
帯
で
あ
る
と
い
う
条
件
か
ら
、
第
一
次
産
業
で
あ

る
農
業
が
、
遊
牧
や
灌
概
農
業
ー
イ
ラ
ン
の
ガ
ナ
ー
ト
制
に
代
表
さ
れ
る
特
異
な
形
態
を
と
る
⑪
ー
、
大
河
の
沿
岸
に
限
定
さ

れ

た
、
き
わ
め
て
生
産
性
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
代
的
工
業
と
呼
び
う
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
生
産
性
の
き
わ
め
て
低
い
原
始
的
と
も
い
え
る
農
業
生
産
依
存
か
ら
の
脱
却
が
近
代
化
政
策
の
第
一
の
目
的
と
な
っ

て

い

る
。
ま
た
歴
史
的
に
見
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
が
第
二
次
大
戦
以
前
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国

の

植
民

地
・
保
護
領
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
国
の
完
全
な
独
立
ー
経
済
的
自
立
の
意
味
も
含
め
て
ー
を
目
指
し
て
い
る
点
も

共
通

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
現
実
に
は
中
東
諸
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
近
代
化
政
策
に
は
相
異
が
あ
る
が
、
こ
の
相
異
を
規
定
し
て
g
る
要
因

と
し
て
は
二
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
石
油
収
入
の
有
無
に
代
表
さ
れ
る
経
済
的
条
件
と
、
政
治
形
態
の
相
異
と
い
う
二

つ
の

要
因

で
あ
る
。

　
経
済

的
条
件
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
大
別
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
ク
ェ
ー

ト
に
代
表
さ
れ
る
豊
富
な
石
油
収
入
を
持
つ
国
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
独
自
の
方
針
に
も
と
つ
い
て
近
代
化
政
策
ー
そ
の

内
容
は
産
業
経
済
振
異
策
で
あ
る
こ
と
が
“
k
い
　
－
－
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
決
し
て
豊
か
と
は
い
え
な
い

ま
で
も
自
国
の
財
政
範
囲
内
で
自
立
的
な
経
済
計
画
を
進
め
て
い
る
国
が
あ
る
。
　
一
方
こ
れ
に
対
し
て
石
油
収
入
を
持
た
な
い
、
ま

た

は

石
油
収
入
が
非
常
に
少
な
い
国
々
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
多
く
は
自
国
の
近
代
化
政
策
の
経
済
的
基
礎
を
外
国
の
援
助
に

あ
お
い
で
い
t
〈
p
　
－
　
，
J
の
例
と
し
て
は
ア
ラ
ブ
違
合
の
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
に
代
表
さ
れ
る
工
業
化
へ
の
ソ
連
の
援
助
が
あ
げ
ら
れ
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“Q
　
－
－
⑫
。
こ
の
石
油
依
存
と
も
い
え
る
第
一
の
グ
ル

ー
プ
と
援
助
依
存
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
を
整
理
し
た
も

の

が
表

2
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
一
ー
六
の
国
々

が
石
油
収
入
に
大
き
く
依
存
し
て
￥
り
t
　
．
p
　
．
－
　
1
　
1
　
Q

国
々

は

石

油
収
入
が
な
く
外
国
か
ら
の
援
助
に
依
存
し

て

い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
中
で
現
在
の
産
業
構
造
の
相
異
か
ら
五

つ
の

グ

ル

ー
プ
に
細
分
し
た
類
型
化
が
中
邑
豊
朗
氏
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
示
す
と
次
の

よ
う
に
な
る
（
E
9
o

　
↑）

産
油
国
で
あ
っ
て
工
業
化
の
比
較
的
進
ん
だ
国

　
　

（イ
ラ
ン
、
　
イ
ラ
ク
）
　
。

　
2
　
工
業
朱
発
達
な
産
油
国
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）

　
　
や

石

油
の
み
に
依
存
す
る
国
（
ク
ェ
ー
ト
、
ア
ラ

　
　
ビ

ァ

首
長
国
連
邦
な
：
V
o
　
）

　
⑤
　
工
業
化
の
進
ん
だ
非
産
油
国
（
ア
ラ
ブ
連
合
、

　
　

ト
ル
コ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）
。

　
（
s
r
）
農
業
、
工
業
の
バ
ラ
ン
．
ス
が
比
較
的
よ
く
と
れ

　
　
た

非
産
油

国

（
シ

リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
）

　
l
o
）
　
H
業
の
遅
れ
た
農
業
国
（
イ
エ
メ
ン
な
ど
）
。

中東諸国の石油依存と外国援助依存（1968年）表2

分
　
　
類

石

油

依

存
型

援
助
依
存
形

存
依
助
援

助
援

入
輸
吻
3
　
7
カ
2
カ
4
3
　
2
－
2
－
6
5
　
t
　
O
　
O
．
　
　
　
一
　
一

7
　
　
7
◎
　
∩
∠
　
1
　
　
2
凶
　
4
　
6
　
2
　
4
2
2
5
5
4
犯

助
p
援
G

N
吻 9

　
4
カ
6
カ
ー
佃
“
㎡
己
　
　
　
一
　
一

6
　
　
2
　
8
　
　
2
　
　
1
3
　
2
　
6
　
0
　
4
0
　
2
　
t
　
1
　
8

油　出
石
輸
吻

5
　
C
　
O
　
6
8
　
2
　
9
〔
　
Z
8
　
　
9
　
　
◎
1
　
9

B
T
吻

7
　
B
　
6
　
フ
　
8
　
刀
口
2
5
5
8
2
3
諏
4
5

存
依
油
石

留
♂
石
収
κ

8
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
9
　
5
3
　
　
7
　
　
6
　
　
6
　
　
0
　
　
5
9
　
4
　
9
　
7
　
1
　
1

O
P
く
　
酬
ω
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
只
）
　
4
6
　
口
5
β
2
　
5
7
り
　
2
　
　
2
　
　
2

名
国

ン

　
死ニタラ　ラア
　
　
ジ
　
ェ
タ
ブ
　
　
　
ウ
イ
イ
サ
ク
カ
ア

合

コ

　
エ
　
ダ
ブ
　
ル
ラ
リ
ラ
　
ス
　
ル
ア
ト
イ
シ
　
ョ

％

1
　
　
2
　
　
5
　
　
方
4
　
5
　
　
6

7
8
9
4
0
1
1

注（1）単位：100万ドル
　（2）　一一は被援助国ではなく援助をしていることを示す。

　　出典：中邑豊朗『中東諸国の経済成長と構造変化』第4表より抜粋fi
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一
方
政
治
的
な
特
徴
と
し
て
は
先
に
も
ふ
れ
た
が
絶
対
王
制
的
な
傾
向
を
持
つ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
最
右
翼
に
何
ら
か
の
形
で
王

制

を
持
ち
比
較
的
保
守
的
な
グ
ル
ー
プ
と
、
イ
エ
メ
ン
・
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
な
ど
明
確
な
社
会
主
義
体
制
を
持
つ
国
ま
で
、
多
く
の

異
っ

た

政
治

形
態

を
と
る
国
々
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
二
つ
の
要
因
の
組
み
合
せ
が
中
東
諸
国
の
近
代
化
の
様
々
な
姿
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
近
代
化
の

歩
み
を
歴
史
的
に
見
る
な
ら
ば
中
東
諸
国
の
中
で
近
代
化
政
策
の
先
駆
け
は
ト
ル
コ
で
“
）
っ
て
、
　
I
九
1
1
年
の
青
年

ト
ル
コ
党
の
結
成
に
は
じ
ま
り
、
　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
の
政
策
に
代
表
さ
れ
る
経
済
的
・
文
化
的
改
革
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
特
に
一
九
三
四
年
代
以
来
の
国
営
企
業
形
態
に
よ
る
工
業
の
振
興
や
農
業
改
革
な
ど
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ

る
⑭
。
こ
れ
と
平
行
し
て
l
九
二
一
ー
二
五
年
に
か
け
て
、
イ
ラ
ン
で
は
現
国
王
の
父
レ
ザ
ー
バ
ー
レ
ビ
に
よ
る
改
革
が
行
わ
れ
、

一
九

二
五
年
に

国
王
の
地
位
に
つ
く
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
定
を
解
消
し
て
実
質
的
独
立
を
確
立
し
、
国
内
で
は

産
業
化
の
推

進
や

社
会
改

革
を
進
め
た
⑮
。
し
か
し
独
立
と
近
代
化
政
策
が
他
の
中
東
諾
国
に
も
一
般
化
し
て
い
く
の
は
第
二
次
大

戦
以
後
で

あ
っ
て
、
民
族
主
義
に
依
る
独
立
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
と
、
石
油
収
入
の
増
大
が
近
代
化
を
う
な
が
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
各
国

の

近
代
化
政
策
に

共
通
す

る
内
容
と
し
て
は
、
農
業
と
工
業
を
振
興
し
て
国
民
総
生
産
を
増
大
し
国
民
所
得
を
上
昇
す
る
こ

と
と
、
経
済
自
立
に
あ
る
と
い
え
る
。
具
体
的
内
容
と
し
て
共
通
な
も
の
を
部
門
毎
に
要
約
す
る
と
、
　
（
1
）
農
業
ー
食
料
の
自

給

を
最
低
の
目
的
と
し
て
g
る
ー
　
（
2
）
工
業
の
生
産
部
門
と
、
　
（
3
）
産
業
開
発
の
基
盤
と
し
て
の
運
輸
・
通
信
（
4
）
国
民

の

生
活
水

準
向
上
の
た
め
の
教
育
・
保
健
・
衛
生
・
住
宅
建
設
と
い
っ
た
社
会
文
化
の
四
部
門
に
大
別
さ
れ
る
⑯
。
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以
上
の

中
東
に
お
け
る
近
代
化
の
概
観
を
ふ
ま
え
て
、
ク
ェ
ー
ト
の
近
代
化
に
つ
い
て
先
に
の
べ
た
二
つ
の
要
因
を
も
と
に
考
察

す

る
な
ら
ば
、
そ
の
近
代
化
政
策
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
経
済
的
条
件
の
裏
付
け
を
も
っ
て
、
比
較
的
開
明
的
な
王
制
の
下
に
進
め
ら

れ

て

い

る
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
な
計
画
内
容
に
つ
い
て
は
一
九
六
八
年
1
七
二
年
の
五
ケ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は

総
額
九

億
一
二
〇
〇
万
K
D
（
約
二
八
億
ド
ル
）
を
支
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
石
油
収
入
以
外
に
所
得
源
を
多
元
化
し
、
　
一
般



教

育
、
技
術
者
訓
練
、
保
健
衛
生
の
水
準
を
引
き
上
げ
、
人
的
資
源
の
開
発
を
重
視
し
て
い
る
。
投
資
配
分
を
部
門
別
に
見
れ
ぱ
、

建

築
・
住
宅
（
一
九
・
四
％
）
、
運
輸
・
通
信
（
＝
ハ
・
七
％
）
、
水
利
灌
概
（
七
・
九
％
）
、
教
育
（
五
・
七
％
）
が
重
視
さ
れ

て

い

る
が
、
　
一
方
で
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
（
七
・
七
％
）
、
工
業
（
九
・
四
％
）
、
動
力
（
電
力
、
ガ
ス
七
・
一
％
）
の
比
重
も
高

く
、
こ
の
国
が
工
業
化
を
重
祝
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
⑰
。

　

こ
う
し
た
近
代
化
政
策
を
実
施
し
て
い
る
国
に
お
い
て
教
育
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
も
と
よ
り
国
民
の
資
質
向
上
が
目
的
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
実
際
的
な
面
で
は
近
代
化
・
工
業
化
を
支
え
る
労
働
力
の
供
給
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
は
明
確
で
あ
る
。
ク
ェ
ー
ト
に
鉛
い
て
も
一
部
歴
史
的
に
富
裕
な
商
人
層
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
石
油
産
業

が

出
発
し
た
一
九
三
〇
年
代
以
後
、
特
に
急
激
な
発
展
を
見
た
第
二
次
大
戦
後
に
、
政
府
の
機
構
充
実
・
産
業
の
拡
大
を
支
え
る
労

働
者

－
特
に
技
術
者
や
中
間
管
理
者
以
上
の
労
働
者
ー
が
不
足
し
、
周
辺
諸
国
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
入
も
こ
う
し
た
事
情
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
⑱
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
i
f
ク
ェ
ー
ト
の
官
公
庁
や
産
業
の
違
営
が
他
国
人
に
ま
か
せ
ら
れ
る
と
い
う
き
わ
め
て
異
常
な
事
態
が

生

じ
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
政
治
的
利
害
が
入
り
こ
む
余
地
さ
え
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
政
府
は
後
に
詳
し
く
の
べ
る
が
、
工
業
技
術

学
校
・
商
業
学
校
・
教
員
養
成
学
校
等
を
設
立
し
て
ク
ェ
ー
ト
人
の
手
に
政
府
・
産
業
界
の
実
質
的
運
営
権
を
取
り
も
ど
そ
う
と
考

え

て

い

る
。
こ
の
よ
う
に
教
育
は
本
来
個
入
の
資
質
向
上
を
目
的
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
タ
テ
マ
エ
論
と
は
別
に
、
近
代
化
政
策

の

一
環

と
し
て
の
教
育
を
考
え
る
な
ら
ば
、
近
代
化
・
産
業
化
を
支
え
る
人
材
を
養
成
す
る
と
g
う
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
ク
ェ
ー
ト
の
近
代
的
教
育
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
g
き
た
い
。
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四
、
近
代
的
教
育
の
発
生
と
進
歩

（
1
）
　

ク
ェ
ー
ト
の
教
育
課
程

ク

ェ

ー
ト
の
具
体
的
な
教
育
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、

ク
ェ
ー
ト
の
教
育
課
程
を
見
る
と
表
5
の
通
り
で
あ
る
。
初
等
教
育
四
年
、



澱
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中
等
教
育
四
年
ま
で
は
全
員
に
同
じ
内
容
の
教
育
を
行
う
普
通
教
育
で
あ
っ
て
、
と
の
課
程
を
終
了
し
た
も
の
は
試
験
を
受
け
て
高

等
教

育
四
年
の
課
程
に
進
む
。
　
（
こ
の
教
育
段
階
は
日
本
の
用
語
に
従
え
ぱ
後
期
中
等
教
育
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ク
ェ
ー

ト
に
お
い
て
は
こ
の
段
階
が
実
質
的
に
高
等
教
育
に
相
当
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
現
地
の
考
え
方
に
従
っ

て

高
等
教
育
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
こ
の
高
等
教
育
と
し
て
は
　
S
e
。
o
n
d
a
r
y
　
S
c
h
o
o
l
　
（
男
・
女
）
の
他
に
職
業
過
程
と
し
て

C
c
t
n
m
e
r
c
i
a
！
　
S
e
・
c
o
n
d
a
r
y
　
S
c
h
o
o
l
　
（
E
B
R
）
，
　
T
e
a
l
）
n
i
c
a
l
　
C
o
l
l
e
°
e
　
（
E
f
f
R
）
　
，
　
T
e
o
h
n
i
c
a
l
　
S
e
c
o
n
d
a
r
y
　
S
。
h
o
o
！
　
（
女
）
が
あ
り
、
さ
ら

に

教
員
養
成
の
た
め
に
　
T
e
a
c
h
e
r
’
s
　
T
r
a
i
n
i
n
g
　
S
d
b
o
o
i
（
男
・
女
）
が
あ
る
。
こ
の
高
等
教
育
機
関
の
－
E
－
で
、
　
S
①
c
o
n
d
a
r
y
　
S
d
h
o
o
l

を
卒
業
し
た
者
は
試
験
を
受
け
て
K
u
w
a
i
t
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
F
〉
〈
1
g
　
［
［
e
a
c
h
e
r
　
’
s
　
T
r
a
i
n
i
n
g
　
C
b
＋
1
1
e
g
e
へ
進
む
。

　
こ
の
ほ
か
に
幼
稚
園
ニ
ケ
年
が
あ
り
、
ま
た
特
殊
な
教
育
機
関
と
し
て
　
I
1
　
・
’
R
e
l
i
g
e
o
u
s
　
l
n
s
t
i
t
u
t
e
　
（
宗
教
教
育
機
関
、
男
）
が

高
等
教
育
相
当
段
階
ま
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
基
づ
く
宗
教
教
育
を
行
い
、
卒
業
者
は
カ
イ
ロ
・
ア
ズ
ハ
ル
学
院
へ
進
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
特
殊
学
校
、
外
国
人
学
校
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
略
し
た
。

（
二
）
　
初
等
教
育
・
中
等
教
育

　
初
等

教

育
、
即
ち
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
小
学
校
教
育
が
実
施
さ
れ
た
の
は
一
九
三
六
年
に
ク
ェ
ー
ト
教
育
委
員
会
（
ロ
8
a

°

f
　

M
i
u
c
a
t
i
o
n
）
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
の
学
校
数
・
児
童
数
の
変
化
を
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
示
せ
ば
表
4
の
通

り
と
N
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
第
二
次
大
戦
以
後
の
増
加
が
急
激
友
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
初
等
教
育

の

目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
六
項
目
で
あ
る
。
　
（
英
文
よ
り
要
訳
）
　
．
㊦

　
↑〉

　
イ
ス
ラ
ム
教
に
基
づ
く
精
神
的
・
知
的
成
長
と
性
格
の
育
成

2
　
読
み
・
書
き
・
計
算
の
基
礎
的
能
力
の
育
成

　
⑤

　
身
体
の
発
達
と
健
康
に
関
す
る
習
慣
育
成

　
互
　
美
術
・
工
芸
に
関
す
る
教
育
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学校数

表4

児童数

sopeo

小学校数．児童数の変化

54β22　　　　54β77
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18

5

4〕°°
620

40POO

50，000

20，000

10，000

0

1969　　　　　　1959　　　　　　1949

出典：EdUoation　in　Kuwait

　　1957

1969－1970　P12　　　　　　　　　，

0

1970

⑤
　
社
会

性
・
特
に
協
力
と
責
任
感
の
育
成

⑥

　
国
の
歴
史
を
通
し
て
国
民
性
を
育
成

　
中
等
教
育
は
一
九
五
六
年
の
教
育
課
程
の
改
訂
以
来

設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
校
数
・
生
徒
数

の

変
化
は

表

5
の
通
り
で
あ
る
。
現
在
で
は
学
校
数
六

四

校

（
男
子
校
三
五
、
女
子
校
1
九
）
　
t
生
徒
数
四
四

o
五

〇
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
等
教
育
の
目
的
と
し
て
は
初
等
教
育
の
目
的
と
し
て

掲
げ

ら
れ
て
い
る
六
項
目
の
成
果
の
上
に
、
さ
ら
に
次
の

三

項

目
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
s
る
・
⑳

　
（
↓
　
ア
ラ
ビ
ア
語
、
歴
史
、
地
理
、
基
礎
科
学
、
外

　
　
国
語
に

関
す
る
知
識
と
国
民
性
の
育
成

　

2
　
高
等
教
育
に
対
す
る
準
備

　
（
o
）
技
術
的
訓
練
と
手
工
芸
の
体
験
ー
機
械
・
電

　
　
気
・
工
作
な
ど
の
能
力
の
育
成

　

な
お
、
中
等
教
育
で
学
校
教
育
を
終
了
す
る
も
の
も

あ
る
た
め
男
子
の
場
合
は
初
歩
的
な
職
業
訓
練
、
女
子

の

場
合
に

は

家
庭
経
営
（
手
芸
、
家
庭
経
済
な
ど
）
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
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表5

生徒数
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（
三
）
　
高
等
教
育

　
高
等
教

育
機
関
と
し
て
は
各
種
の
学
校
が
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
段
階
に
相
当
す
る
各
学
校
の
学
校
数
と
生
徒
数
の
変
化
を
見
れ
ば

表

6
の
通
り
で
あ
る
。
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
中
等
教
育
の
終
了
段
階
で
一
般
的
試
験
が
あ
っ
て
進
学
先
が
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
各
学
校
の
中
で
、
さ
ら
に
上
級
の
学
校
へ
の
進
学
を
目
的
－
v
　
－
t
v
x
　
，
〈
）
　
S
e
。
o
n
d
a
r
y
　
S
c
h
o
o
l
　
（
　
A
c
a
d
e
m
i
c
　
S
e
c
o
n
d
a
r
y
　
S
c
i
n
o
o
l

と
も
呼
ば
れ
る
）
で
は
四
年
間
の
う
ち
、
初
め
二
年
間
が
一
般
教
養
に
あ
て
ら
れ
、
8
S
I
H
－
1
1
J
g
－
間
が
　
S
c
i
e
n
c
e
　
S
e
。
t
i
o
n
と

A
r
t
s
　
S
e
・
t
i
o
n
　
g
分
か
れ
る
。
r
d
　
Q
　
S
e
c
o
n
d
o
r
y
　
S
c
h
o
o
l
は
一
九
三
八
年
に
男
子
校
が
、
　
一
九
四
六
年
に
女
子
校
が
は
じ
め
て
設

立

さ
れ
た
o

　
職
業
課
程

と
し
て
は
各
種
の
学
校
が
あ
る
が
、
　
O
o
i
i
m
e
r
c
i
a
l
　
S
e
o
o
n
d
a
r
y
　
S
c
g
）
o
o
l
　
（
男
）
は
ク
ェ
ー
ト
教
育
省
が
政
府
官
公
庁

や

一
般
企
業
で
の
事
務
職

員
供
給
の
た
め
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
計
理
・
総
務
・
書
記
・
秘
書
等
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
p
Q
O
　
1
九
六
九
年
の
生
徒
数
は
高
等
教
育
段
階
の
生
徒
二
四
一
人
、
教
員
五
七
人
で
あ
る
。

　
目
9
芦
゜
a
l
　
C
o
l
l
e
g
e
（
男
）
は
ク
ェ
ー
ト
の
急
速
な
産
業
化
に
対
応
す
る
技
術
老
の
養
成
を
目
的
と
し
て
一
九
五
四
年
に
設
立
さ

れ
た

も
の
で
あ
る
。
専
門
は
機
械
．
電
気
・
建
築
・
家
具
大
工
の
四
科
に
分
か
れ
て
お
り
、
生
徒
数
は
一
九
六
九
年
に
九
三
一
人
、

教
員
二
一
二
人
で
あ
る
。

or

e
c
i
9
↑
。
巴
．
S
e
o
o
n
d
a
r
y
　
S
c
h
°
o
l
は
女
子
に
対
す
る
高
等
教
育
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
一
般
に
イ
ス
ラ
ム
教
国
で

は

女
子
の

社
会
的

地
位
は

必
ず

し
も
高
く
は
な
く
、
女
子
の
就
業
が
認
め
ら
れ
な
い
国
さ
え
あ
る
。
そ
の
中
で
ク
ェ
ー
ト
の
女
子
教

育
振
興
．
女
子
就
業
の
促
進
は
、
労
働
力
開
発
と
g
う
面
が
あ
る
に
せ
よ
、
近
代
化
政
策
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
学
校
で
は
商
業
・
秘
書
・
社
会
活
動
・
家
庭
の
四
部
門
に
分
か
れ
て
教
育
が
行
わ
れ
、
　
一
九
六
九
年
の
生
徒
数
は
四
九

一
人
、
教
員
三
八
人
で
あ
る
。

　
T
e
u
。
h
e
r
　
’
s
　
［
［
h
r
a
i
n
i
n
g
　
S
。
h
o
o
l
は
男
子
校
と
女
子
校
が
あ
り
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
g
る
。
前
に
も
述

べ
た

よ
う
に
学
校
．
児
童
の
増
加
は
一
方
で
急
激
な
教
員
の
需
要
を
生
じ
て
s
”
g
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
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あ
る
。
教
育
内
容
は
前
半
二
年
間
を
一
般
教
養
、
後
半
二
年
間
を
教
育
理
論
と
実
際
的
訓
練
に
あ
て
て
い
る
。

年
に

男
子
七
八
三
人
、
女
子
一
四
二
七
人
、
教
員
は
一
五
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

生
徒
数
は

一
九
六
九

　

（
四
）
　
大
学
教
育

　
大
学
は

ク
ェ
ー
ト
国
内
に
は
一
校
、
国
立
の
ク
ェ
ー
ト
大
学
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
六
二
年
に
設
立
さ
れ
、
実
際
に
教
育
が
開
始

さ
れ
た
の
は
一
九
六
六
年
で
あ
っ
た
o
四
学
部
に
分
か
れ
、
学
生
二
五
三
人
、
教
員
五
八
人
で
あ
る
。
英
国
系
の
教
見
も
お
り
、
教

育

内
容
は
周
辺
諸
国
の
中
で
も
比
較
的
高
い
と
S
わ
れ
、
周
辺
諸
国
か
ら
の
留
学
生
も
多
い
。
⑳

　
大
学
に

相

当
す
る
学
校
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
、
T
e
u
c
h
e
r
、
s
　
T
r
u
i
n
i
n
g
　
C
o
l
l
e
o
e
　
：
k
あ
り
、
高
等
教
育
終
了
者
に
対
し
て
さ
ら

に

二
年

間
の
専
門
教
育
を
加
え
中
等
教
育
の
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
六
八
年
に
男
子
校
、
女
子

校
が
そ

れ

ぞ
れ
設

立

さ
れ
r
　
l
九
六
九
年
に
は
生
徒
数
一
〇
〇
人
、
教
員
二
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
内
容
は
科
学
・
数
学
・
英

語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
四
領
域
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
専
門
的
な
訓
練
が
な
さ
れ
る
。

　
な
お
ク
ェ
ー
ト
で
は
教
育
費
は
全
額
無
償
で
あ
り
、
義
務
教
育
段
階
で
は
教
科
書
・
文
房
具
が
与
え
ら
れ
る
ほ
か
、
給
食
も
無
料

で

あ
る
。
さ
ら
に
高
等
教
育
段
階
で
は
学
校
の
種
類
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
が
寄
宿
舎
や
食
事
、
さ
ら
に
は
手
当
ま
で
が
与
え
ら
れ

国
の
積
極
的
な
育
成
政
策
が
見
て
と
ら
れ
る
。
㊧

一28一

　

（
五
）
　
教
育
の
目
的

　
以

上
、
各
段
階
に
お
け
る
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
ク
ェ
ー
ト
の
教
育
の
基
本
方
針
は
次
の
六
項
目
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
・
㊧

　
（
阜
　
変
動
す
る
社
会
で
比
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
術
・
習
慣
・
態
度
を
若
い
世
代
に
用
意
す
る
。

　
（
p
）
学
問
的
訓
練
と
同
様
、
職
業
に
つ
く
用
意
と
し
て
知
的
・
技
術
的
労
働
へ
の
適
応
を
作
り
出
す
。



　
（
c
）
　
ク
ェ
ー
ト
人
と
し
て
の
国
民
的
関
心
の
感
覚
を
養
成
す
る
。

　
（
v
）
生
活
方
法
と
し
て
の
民
主
主
義
的
認
識
を
鼓
舞
す
る
。

　
（
e
）
美
術
・
音
楽
な
ど
文
化
的
領
域
の
創
造
性
を
養
成
す
る
。

　
↑）

　
地
域
の

教
育
に

寄
与
す
る
。

　
こ
の
六
項
目
の
教
育
目
的
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
（
a
）
と
（
b
）
で
あ
る
。
先
に
教
育
が
個
人
の
資
質
向
上
を
名

目
と
し
て
g
て
も
、
国
家
の
政
策
の
次
元
に
お
い
て
は
、
特
に
開
発
途
上
の
国
に
拾
い
て
は
、
近
代
化
や
そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
で

あ
る
産
業
化
を
進
め
る
上
で
必
要
な
入
材
の
供
給
こ
そ
、
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
考
え
方
を
前
提

と
し
て
（
r
d
）
’
　
（
b
）
項
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
自
ら
明
ら
か
に
な
る
．
変
動
す
る
社
会
と
は
、
か
つ

て

の

低
生
産
性
の
農
業
等
に
依
存
し
て
い
た
状
態
か
ら
、
近
代
化
政
策
に
よ
っ
て
急
速
に
工
業
化
が
進
め
ら
れ
て
g
る
変
化
を
さ
し

示

し
、
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
術
・
習
慣
・
態
度
を
塞
成
す
る
こ
と
は
、
　
一
方
で
個
入
の
遮
応
を
促
進
す
る
と
い
う
働
き

は

あ
る
と
し
て
も
、
産
業
化
を
支
え
る
労
働
力
と
し
て
の
適
応
性
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
（
b
）
項
で
は
明
確

に

「
職
業
に

つ

く
用
意
と
し
て
の
知
的
・
技
術
的
労
働
へ
の
適
応
」
と
g
う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
ク
ェ
ー
ト
に
お
け
る
近
代
的
教
育
の
目
指
す
も
の
が
、
明
ら
か
に
近
代
化
（
1
1
産
業
化
）
を
進
め
る
人
材
の
育

成
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
れ
は
具
体
的
な
教
育
へ
の
投
資
・
過
分
と
も
思
え
る
学
生
へ
の
優
偶
策
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら

れ

て

い

る
と
い
え
る
。
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（
六
）
　
教
育
の
問
題
点
ー
特
に
教
員
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
以
上

ク
ェ
ー
ト
の
教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
こ
の
国
の
教
育
の
上
で
現
在
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
教
員
の
養
成

と
、
現
在
の
教
員
の
多
く
が
非
ク
ニ
ー
ト
入
で
あ
る
亡
と
で
あ
る
。
こ
の
国
に
お
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ク
ェ
ー
ト
国
籍
人

よ
り
非
ク
ェ
ー
ト
人
が
多
い
と
い
う
特
異
な
状
態
に
あ
る
が
、
教
員
の
中
に
も
非
ク
ェ
ー
ト
人
が
か
な
り
多
い
。
そ
の
割
合
に
つ
い



て

は

明
確
左
資
料
が
な
い
が
、
　
一
説
に
は
教
員
中
に
占
め
る
非
ク
ェ
ー
ト
人
の
割
合
が
九
五
％
と
い
う
説
も
あ
る
⑳
。
特
に
第
二
次

大
戦
以

後
、
急
激
に
学
校
が
増
加
し
た
際
に
、
そ
れ
ま
で
ク
ェ
ー
ト
国
内
で
の
高
等
教
育
機
関
が
ほ
と
ん
ど
左
か
っ
た
た
め
、
ク
ェ

ー
ト
人
で
教
員
と
な
り
う
る
者
が
き
わ
め
て
少
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
主
と
し
て
ア
ラ
ブ
連
合
等
か
ら
教
員
を
導
入
し
た
と
い
わ

れ

る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
同
じ
中
東
諸
国
で
あ
っ
て
も
、
社
会
主
義
体
制
を
と
る
ア
ラ
ブ
連
合
の
教
員
の
教
育
方
針
と
、
首

長
制

を
と
る
ク
ェ
ー
ト
の
国
家
利
益
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
は
ク
ェ
ー
ト
人
に
よ
る
教
育
を
目
指
し

て

［［e
a
c
h
e
r
　
’
s
　
T
r
a
i
n
i
n
g
　
S
c
h
o
o
l
　
や
T
e
a
o
h
e
r
’
s
　
［
D
r
a
i
n
i
n
g
　
C
o
l
l
e
o
e
を
設
立
し
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
高
等
教
育
へ
の
進
学
者

を
将
来
の
教
員
と
し
た
い
と
い
う
考
え
は
こ
れ
ら
の
学
校
の
在
学
生
に
対
す
る
処
偶
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
毎
月
の
手
当
ま
で

支
給
さ
れ
て
い
る
㊧
。

　
ま
た
現
職
の
教
員
の
中
に
も
必
ず
し
も
教
員
と
し
て
の
専
門
的
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
S
u
m
e
r

S
c
h
o
°
辱
§
§
。
q
§
§
に
よ
る
議
警
が
考
え
ら
れ
て
g
る
㊧
・

　
あ
ま
り
に
も
急
激
に
拡
大
し
た
教
育
を
支
え
る
教
員
の
自
給
と
g
う
問
題
が
、
こ
の
国
の
他
の
産
業
部
門
に
4
け
る
と
同
じ
よ
う

に
、
目
下
最
大
の
教
育
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
問
題
の
生
じ
て
い
る
所
に
、
あ
ま
り
に
も
急
激
な
近
代
化
政

策
を
お
し
進
め
た
国
の
持
つ
独
自
の
悩
み
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
⑰
o
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お
わ

り
に
　
－
－
ク
ェ
ー
ト
の
教
育
の
今
後
の
問
題
ー

　
以

上
、
近
代
化
と
教
育
の
問
題
、
特
に
近
代
化
（
‖
産
業
化
）
を
支
え
る
入
材
供
給
の
機
能
と
し
て
の
教
育
に
焦
点
を
合
せ
て
、

ク
ェ
ー
ト
の
教
育
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、
お
わ
り
に
今
後
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
点
を
あ
げ
て
4
き
た
い
。
現
在
の

よ
う
な
近
代
的
教
育
推
進
の
方
向
で
今
後
も
ク
ェ
ー
ト
の
教
育
が
進
む
な
ら
ば
、
そ
こ
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
問
題
の
中
か
ら
特
に
重

要

と
考
え
ら
れ
る
三
点
を
次
に
と
り
あ
げ
た
o

　
第
一
は
先
に
も
く
り
返
し
述
べ
た
が
、
教
員
の
自
給
、
教
員
の
ク
ェ
ー
ト
入
化
に
よ
る
教
育
の
自
国
化
の
問
題
で
あ
る
。



　
第
二
は
、
近
代
化
も
し
く
は
産
業
化
の
推
進
者
と
し
て
の
人
材
を
今
後
さ
ら
に
大
量
に
養
成
し
て
い
っ
た
場
合
、
人
材
の
過
剰
供

給
が
生

じ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
は
急
激
な
産
業
振
興
策
に
よ
っ
て
就
業
機
会
は
著
し
い
増
大
を
続
け
て
4
り
、

過
去
の

教

育
終
了
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
校
教
育
終
了
老
の
ほ
と
ん
ど
に
就
職
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
地
理
的
・
風
土
的
条
件
ー
特
に
狭
い
国
土
、
石
油
以
外
の
資
源
が
な
く
資
源
輸
入
加
工
貿
易
国
に
な
る
に
は
不
利
な
条
件
に
あ

る
こ
と
ー
か
ら
無
限
に
産
業
が
発
展
す
る
可
能
性
は
な
い
。
と
す
れ
ぱ
産
業
化
が
1
定
の
限
度
に
達
し
た
時
、
学
校
教
育
終
了
者

特
に

高
等
教
育
終
了
者
を
吸
収
し
え
な
い
事
態
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
は
一
時
的
に
非
ク
ェ
ー
ト
人
の
雇
用
を
ク
ェ
ー
ト
人

に

お

き
か
え
る
と
い
う
対
策
が
と
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
一
時
的
に
ク
ェ
＿
＿
ト
入
の
雇
用
枠
を
増
大
す
る
こ
と
に
す
ぎ

ず
、
絶
対
的
な
雇
用
枠
が
増
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ふ
た
た
び
限
界
に
達
す
る
場
合
が
生
じ
て
こ
よ
う
⑳
。

　
第
三
は
、
教
育
の
普
及
、
充
実
に
よ
っ
て
国
民
に
民
主
主
義
ま
た
は
社
会
主
義
に
対
す
る
関
心
が
増
大
し
た
場
合
、
開
明
的
と
は

S
え
首
長
を
あ
4
ぎ
王
制
に
近
い
現
在
の
政
治
制
度
に
対
し
い
か
な
る
反
応
を
示
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
に
隣
国
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ

ア

で

は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
外
国
へ
の
留
学
生
の
資
格
を
厳
し
く
限
定
し
て
g
る
と
も
g
わ
れ
る
。
特
に
同
じ
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
と

し
て
の
周
辺
諸
国
の
中
に
社
会
主
義
体
制
を
と
る
国
が
多
い
こ
と
は
、
ク
ェ
ー
ト
の
国
民
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
指
導
者
層
も
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
し
て
、
社
会
福
祉
政
策
等
の
充
実
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ

て

い

る
。
教
育
の
普
及
・
充
実
が
自
ら
の
政
治
的
方
針
の
変
更
を
せ
ま
ら
れ
る
要
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
と
い
え
よ
う
㊧
。

　
以
上
の

よ
う
な
問
題
を
ふ
ま
え
て
f
〃
黒
色
の
黄
金
”
に
浮
か
ぶ
〃
超
福
祉
国
家
”
ク
ェ
ー
ト
で
今
後
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
で
あ

ろ

う
近
代
化
、
近
代
的
教
育
の
普
及
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
　
上
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（注
）

①

　
」
・
W
・
ホ
ー
ル
『
日
本
の
近
代
化
に
か
ん
す
る
概
念
の
変
遷
』
、
　
一
五
頁
。
M
・
B
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
「
日
本
に
4
け
る
近

　
代
化
の
問

題
」
昭
和
四
二
年
、
所
載
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
の
近
代
日
本
研
究
会
議
の
予
備
会
議
で
討
論
の
枠
組
と
し
て
考
え
ら



⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦ 　

れ
た

も
の
で
あ
る
。

②

　

ク
ェ
ー
ト
で
は
「
ア
ラ
ブ
経
済
開
発
ク
ェ
ー
ト
基
金
」
を
一
九
六
一
年
に
設
立
し
た
。
詳
し
く
は
、
中
東
政
経
資
料
六
七
ー
一

　

r
ア

ラ
ブ
経
済
開
発
ク
ェ
ー
ト
基
金
L
昭
和
四
二
年
、
参
照
。

⑤

　
小
堀

厳
『
中
東
の
地
理
』
の
う
ち
1
中
東
の
範
囲
、
八
〇
頁
。
地
域
研
究
講
座
現
代
の
世
界
6
「
中
東
」
昭
和
四
五
年
、
所
載
。

④

　
甲
斐
静
馬
「
中
近
東
」
昭
和
四
五
年
、
　
一
五
頁
。

⑤

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
多
方
面
に
渡
る
影
響
に
つ
い
て
は
小
林
元
「
中
東
の
近
代
化
と
イ
ス
ラ
ム
教
」
　
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
シ
リ
ー
ズ

　

2
）
昭
和
三
六
年
、
参
照
。

⑥

　
『
ク
ェ
ー
ト
』
1
概
観
、
　
一
七
五
頁
。
中
東
調
査
会
編
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
　
（
一
九
七
二
年
版
）
昭
和
四
七
年
、
所

　
載
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ク
ェ
ー
ト
の
人
口
、
歴
史
に
つ
い
て
は
、
棚
木
元
「
ク
ェ
ー
ト
事
情
」
　
一
八
1
一
九
頁
、
参
照
。

『

ク
ェ
．
－
ト
』
5
社
会
組
織
と
文
化
、
　
一
八
二
頁
、
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

『

ク
ェ
ー
ト
』
4
経
済
、
5
統
計
、
　
一
八
三
－
一
八
八
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

岩
永

博
『
中
東
諸
国
の
経
済
開
発
の
現
状
、
W
ク
ェ
ー
ト
』
。
　
「
中
東
諸
国
経
済
開
発
の
進
度
」
昭
和
四
一
年
、

イ
ラ
ン
の
ガ
ナ
ー
ト
制
灌
概
農
業
に
つ
い
て
は
、
大
野
盛
雄
「
ペ
ル
シ
ャ
の
農
村
」
昭
和
四
六
年
、
参
照
。

『
歴
史
』
5
社
会
主
義
傾
向
と
対
抗
勢
力
、
　
一
四
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

中
邑
豊
朗
『
中
東
諸
国
の
経
済
成
長
と
構
造
変
化
』
二
〇
頁
。
　
「
中
東
通
報
』
二
〇
三
号
所
載
。

『
歴
史
』
5
民
族
主
義
違
動
の
展
開
、
　
1
l
1
一
二
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

『

イ
ラ
ン
』
歴
史
、
三
八
〇
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

『
経
済
動
向
』
2
経
済
開
発
の
展
開
、
五
〇
1
五
一
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

『

ク
ェ
ー
ト
』
4
経
済
（
2
開
発
計
画
）
一
八
四
ー
一
八
五
頁
。
前
掲
「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
年
鑑
」
所
載
。

所
載
。
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⑱

ク
ェ
ー
ト
の
労
働
事
情
に
つ
い
て
は
多
目
①
国
8
巳
。
昌
。
o
Φ
ぺ
巴
。
冒
①
n
t
　
o
f
　
K
u
w
a
i
t
　
“
　
1
9
6
5
，
　
P
P
2
4
－
2
7
，
参
照
。

⑲
ζ
i
n
i
s
t
o
r
y
　
o
f
　
H
k
l
u
o
a
t
l
9
多
日
ロ
・
P
ご
9
i
n
　
K
u
t
y
a
i
t
　
1
9
6
℃
⊥
℃
N
O
乙
9
7
1
，
P
l
O
°

⑳
同
上
、
　
P
l
5
°

⑳　
U
N
E
S
C
O
　
“
　
［
［
7
n
e
　
W
o
r
l
d
　
o
f
　
I
＿
e
a
r
n
i
n
g
　
1
9
6
5
⊥
9
6
6
　
“
1
　
9
6
7
，
　
P
7
2
4

　
　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
「
世
界
の
高
等
教
育
」
一
九
六
六
、
六
三
三
ー
六
三
五
頁
。

㊧

本
章
に

お

け
る
教
育
の
実
情
、
統
計
資
料
に
つ
い
て
は
次
の
本
に
よ
っ
た
。

　
　
呂
b
i
s
t
o
i
y
　
o
f
　
E
a
u
e
a
t
i
o
n
多
　
I
l
）
［
l
u
e
a
t
i
o
n
　
i
n
　
K
u
v
v
a
l
t
　
1
9
6
9
－
1
　
9
7
0
　
“
1
　
9
7
1

　
　
多
　
［
［
h
e
　
E
o
o
n
o
m
i
c
　
b
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
　
o
f
　
K
u
v
v
a
i
t
　
“
1
9
6
5
°
1
0
°
国
ロ
8
已
o
ロ

e
c
，
　
“
　
［
［
h
e
　
E
c
o
n
a
m
i
c
　
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
　
o
f
　
K
u
v
v
a
i
t
　
“
1
9
6
5
°
　
P
1
4
8
°

⑳

　
同
上
P
1
4
7
°

㊧
　
同
上
　
P
1
4
6
．

㊧
　
E
上
p
1
4
7
．

㊨
　
外
国
人
教
員
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
明
治
時
代
初
期
の
日
本
に
お
け
る
外
人
教
員
の
問
題
と
比
較
さ
れ
る
が

　

こ
れ
に
つ
い
て
明
確
な
統
計
的
資
料
は
不
明
で
あ
っ
た
。
左
お
、
重
久
篤
太
郎
「
お
雇
い
外
国
入
⑤
教
育
・
宗
教
」
昭
和
四
三
年

　
参
照
。

⑳
　
ク
ェ
ー
ト
の
労
働
事
情
に
つ
い
て
は
多
　
［
［
h
e
　
E
c
o
n
o
m
i
。
　
D
e
v
e
l
o
p
［
n
e
n
t
　
o
f
　
K
u
v
v
a
i
v
　
“
　
1
9
6
5
，
　
P
P
2
4
－
2
7
　
参
照
。

　
　
低
開
発
国
に
お
け
る
高
等
教
育
卒
業
者
の
失
業
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
報
告
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
阿
部
宗
光
「
イ
ン
ド
・
タ

　
イ
の
学
歴
者
の
ス
ト
ッ
ク
と
プ
ロ
ー
」
、
二
八
四
ー
二
八
五
頁
参
照
。
『
低
開
発
地
域
の
経
済
成
長
と
国
際
協
力
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
人
＄
資
源
分
科
会
報
告
草
案
、
ア
ジ
ア
の
入
的
資
源
開
発
と
教
育
投
資
』
昭
和
四
一
年
、
所
載
。

㊧
　
ク
ェ
ー
ト
の
首
長
制
、
民
衆
意
識
に
関
し
て
は
、
牟
田
口
義
郎
「
石
油
に
浮
か
ぶ
国
」
昭
和
四
四
年
、
　
一
八
六
ー
一
九
三
頁
。
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N
H
K
海
外
取
材
班
「
ア
ラ
ブ
の
世
界
」
昭
和
四
七
年
、
　
一
七
二
ー
一
七
五
頁
、
参
照
。

　
ア

ラ
ブ
民
族
主
義
に
関
し
て
は

　
中
東
調
査
会
、
　
「
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
思
想
の
展
開
」
昭
和
四
五
年
、
参
照
。

本
論
文
作
成
に

あ
た
り
在
日
ク
ェ
ー
ト
大
使
館
よ
り
資
料
の
提
供
を
う
け
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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